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インプレスグループで IT 関連出版メディア事業、及びデジタルメディア＆サービス事業を展開する株式

会社インプレス（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：関本彰大）は、国内外でスマートグリッドの必

需品として脚光を浴びているデマンドレスポンス（電力の需給制御、以下 DR）に関して、DR の定義から欧

米の最新動向や日本における課題についてまとめた『電力自由化時代の OpenADR2.0 の全貌 2015』を、10月

8 日（水）に発売しました。 

 

現在、一番 DRの利用が進んでいるのは米国ですが、日本においても、2016年の電力小売の全面自由化を

目前に新しい電力サービスの開始が期待されるなかで、DRについては特に注目を集めています。 

DR は米国では、いわゆる電力自由化が行われる前から、個々の電力会社が顧客に電力を安定供給する方

策の一環として取り入れられ、その後、電力自由化で発送電分離が起こり、自前の発電設備をもたない独立

系統運用機関（ISO）が系統運用を行うようになった地域では、卸電力市場を通じて発電事業者から調達す

る仕組みが出現してきました。そのような米国の一部の地域では、2000年以降から DR プログラムが導入さ

れ始めました。その中で、DR のデファクト標準としてカリフォルニア州で誕生した OpenADR1.0 は、現在で

は OpenADR2.0 へと改良され、米国の標準から国際標準にする試みが続けられています。 

一方、日本においての DR の評価は、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に起因する福島原子力発

電所の事故によって、それまで「日本ではデマンドレスポンス（DR）は不要」というのが、政府および電力

業界での通説でしたが、急遽、政府も電力会社も、さらには BEMS アグリゲータという新たな事業者までも

が、かなり本気に DR に取り組む姿勢を見せています。しかし、日本における電力システム改革は進行中で

あり、まだ最終的な形が見えてきていないため、DR 資源が参加できる容量市場や、リアルタイム市場、アン

シラリーサービス市場ができあがるのかどうか、今後の動向を見ていく必要があります。 

 

本書は、『スマートグリッドの核となるデマンドレスポンスの全貌 2013』（2012年 12 月刊）を大幅に改訂

として発刊するもので、主に米国における DR の動きをとらえ、「DRを使う立場からの DRの定義および位置

付けと、生い立ち、現状のまとめ」「DR を使う仕組みを構築する立場からの整理、関連する標準の整理と、

OpenADR の説明」「DRの特徴と意義、課題の整理」に分けて解説しています。具体的には、 

第 1 章：電力需給メカニズムの中での DRの位置付けと DR プログラムの概要 

第 2 章：DRの生い立ち、米国（カリフォルニア州）と欧州における DRの進展状況、DR プログラム体系の

整理と、今後の発展が期待される DRの形 

第 3 章：DRのデータモデル、通信モデル、ビジネスモデルと、DRのシステムアーキテクチャ 

第 4 章：OpenADR2.0 策定に関連する組織と、OpenADR の概念および通信仕様の概要、OpenADR2.0 に関す

る補足 

第 5 章：DRの特徴と意義、日本における DRの評価の推移と日本型 DR普及に向けての課題 

付  録：最新の OpenADR2.0b の適合ルール 

を掲載し、最新情報を各所に盛り込んでいます。 

https://r.impressrd.jp/iil/DR2015


 

さらに、最新情報を反映させるため、各所に以下のような追加・変更を施しています。 

第 1 章では、1.3節を新たに加え、DR がピーク電源の代替だけではなく、予備力や周波数調整電源の代替

にも利用され出していることを示しました。 

第 2 章では、小売市場の DR プログラムの料金等の事例をできる限り最新の数値に入れ替えて掲載しまし

た。また、系統運用機関の運用する卸売市場の DR プログラム事例については、米国北東部の系統運用機関

である PJMの DRプログラムの紹介に差し替えました。また、2.4節において、小売市場と卸売市場の DRプ

ログラムを連動させる PRD（プライスレスポンシブデマンド）の解説を追加し、PRD も含めた DRプログラム

体系の整理を行いました。 

第 3 章では、ベースラインの解説に加え、最新の標準化の動向などを追加しました。 

第 4 章では、旧版で OpenADR2.0a プロファイル仕様書と OASIS EI1.0 の OpenADR プロファイルをベース

として解説していたものを、全面的に OpenADR2.0b ベースの解説に書き換えました。また、4.5 節として、

実際に OpenADR2.0b を用いたシステム開発と認証取得に必要な情報を追加しました。 

第 5 章では、5.1節で 2014年上期までの日本での DRに関する動きを解説。5.3節では、日本での DR普及

状況を確認したうえで、再生可能エネルギーの出力変動やアンシラリーサービスへの DR 適用を考えた場合

の課題を整理しました。 

付録に関しては、旧版の OpenADR2.0a の適合ルールを、最新の OpenADR2.0b の適合ルールに刷新しまし

た。 

 

本書は、国内外で進められている DRサービスにおいて、その在り方や DRビジネスへの関わり方を検討し

ている方々にとっては、必読の一冊です。 
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